
第20回「定例研修会」のご案内

テーマ

「シュタイナー乳幼児教育の基本と実践」

~ 日本シュタイナー幼児教育協会主催 ~

夏の全国大会の興奮がつい昨日のことのように感じますが、皆様いかがお過ごしでし

ょうか？それぞれの場所で子どもたちと向かい合う日々をお過ごしのことと思います。

今年度の定例研修会は夏の大会での皆様の思いを実現すべく、８年ぶりにシュタイナ

ー子育てフェスタを開催いたします。今の時代だからこそ、小さな子どもたちにもぜひ

シュタイナー乳幼児教育を知ってほしい、子育て中の親の方々に出会ってほしい、その

ために全国の仲間とともに作っていく子育てフェスタにしたいと思っています。シュタ

イナー園の皆さんの出店は幼児にふさわしいおもちゃや、お母さんたちがホッとできる

ようなものたちであふれることでしょう。会場で行われる人形劇、ライゲンなどはシュ

タイナー園での子どもたちとのひとコマを伝えていくことでしょう。空間全体がシュタ

イナー園の雰囲気で満ちたらなんと素敵なことでしょう！伝えたい思いのある方と、学

びたい思いのある方が全国から集まって充実した１日にしたいですね。そして２日目に

はフェスタの中でも体験した人形劇、ライゲン、ふれあい遊び、音楽体験、手仕事につ

いて学びながら、シュタイナー乳幼児教育が何を大事にしていくのか、みんなで考えて

いく時間にしたいと思います。

夏に出会った皆さん、夏には参加できなかった皆さん、ぜひ全国からお集まりくださ

い。今度は寒い時期ですが、皆さんの熱で熱い研修会にしていきましょう。たくさんの

皆さんのご参加を心よりお待ちしています。

日 時： 2025年2月2日（日）9：30～16：00

会 場： 国立オリンピック記念青少年総合センター

センター棟 409 他                         ＜お申込はこちら＞

東京都渋谷区代々木神園町3-1

定 員： 120名 

対 象： 団体・個人会員の保育者                                        

参加費：  1日通し 4,500円

半日参加 2,500円（午前・午後とも）

お申込：  協会 Stores

https://jaswece.stores.jp

申込開始 12/28(土) 申込締切 1/26(日) 



プログラム内容

毎年感じる異常気象、食べ物がなくて人里に出没せざるを得ない野生動物た

ち、キャッシュレスの加速化、スマホが手放せなくなった大人たちなど。

ここ数年、私たちの環境は大きく変化しています。コスパやタイパという言葉

に代表されるように人々は、いかに合理的に生活するかが一つの価値観のよう

にして、時代の波に乗ろうとしています。育児にも合理的に育てるための商品

や、アイデアが多くみられるようになってきました。

でも私たちは、幼い子どもを育てることは、合理的に手早くできることでは

ないということを知っています。

何を、どのように伝えましょうか？

この時代の変化の時だからこそ、シュタイナー保育者がやらなくてはならな

いことがあるのではないでしょうか？時代の変化を見つめつつ、共に歩んでい

けるシュタイナー教育の実践を共に考えましょう。

講演『時代の変化とともに育つ子どもたち

〜シュタイナー乳幼児教育が今すべきこと〜』

松浦 園

分科会 (お申込の際に以下から第1希望・第2希望をお選びください。)

① 人形劇 鈴木まゆみ

人形劇を見ている時の子どもたちの目はなんて輝いているのでしょうか。

人形劇の時間は語り聞かせの時とは異なる特別な時間が流れているように感じます。

あなたの保育現場ではどんな演目をしていますか。どんな頻度で行いますか。忙しい毎日の中で

どのように準備の時間を作っていますか。じっとしていられない子どもたちのためにどのような工夫

をしていますか？などなど、、、、。参加者の方々とたくさん実践の分かち合いをしながら、人形

劇の基本を考えていきたいと思います。

② ライゲン 後藤寛子

お話やことば、詩、季節の行事をモチーフにしたものなど、ライゲンの題材は様々です。ことばに

歌をのせて体を動かすことがとても楽しい、喜びを持ったライゲンとはどのようなものでしょうか？そ

して多様な子どもたちのための現代のライゲンとは？皆さんのライゲンをも持ち寄りながら新しい

ライゲンづくりのきっかけになるような集まりを持ちたいと思います。



③  ふれあい遊び 宮地陽子

手遊び・わらべ歌遊びは、大人がこどもに触れながら・こどもが自身に触れながら、どこでも遊ぶことがで

きます。調和的で時にはユーモラスな指の動きやしぐさをまねる、簡素な言葉のリズム・歌をともに唱える、

そのときこどもは何を体験しているのでしょうか。

こどもの内なる働きに私たちが気づいたなら、ふれあい遊びはこどもの感覚を育てる芸術体験となりえま

す。各地域で育まれたわらべ歌遊びを共有しつつ学びあいたいと思います。各々のふれあい遊びを携え

てご参加ください。

④  子どもの成長発達と五度の歌 吉良創

乳幼児の意識と五度のインターバルの関係とそこから生まれた「五度の歌」について、また短調、長調

の音楽や日本のわらべうたとの違い、五度の雰囲気にあった楽器や音の環境について、具体例を出し

ながらお話しいたします。

⑤  手仕事 新井季美江

シュタイナー園では、どの園でも生活の中の家事や、祝祭や特別な日の準備など、「手仕事」を大切に

していると思います。機械化や利便性、時間短縮に大きな価値がおかれる現代において、家庭の中に

ある仕事の意味やそのプロセスがどんどん見えづらくなり、子どもたちから遠ざかっています。そのような中

で、私たちが日々子どもと共に行う手仕事はますます大切になってきました。会員の皆さんの園では、ど

のような手仕事をどのように行っているのか、どんなことを大切にして実践しているのか、また、抱えている

問題や課題を共有し、お互いに学び合う機会を持ちましょう。

交流会 2月1日（土） 17:00〜19:00 センター棟2F だしラボcafe にて 【貸切】
フェスタ終了後、交流会を開催します。奮ってご参加ください。
参加費：ワンソフトドリンク込みで2000円程度（定員80名）
参加申し込みの際にお申込ください。

宿泊の希望について
オリンピックセンターにて1/31 (金) 、2/1(土)それぞれ若干名の方の宿泊が可能です。
D棟 1泊3,700円
ご希望の方は理事 牧野奈巳＜kenji-fukuoka@ac.auone-net.jp＞までご連絡ください。

情報コーナー
フェスタの会場に、各園の案内パンフレット・講座チラシを置くテーブルを設置します。チラシ設置を
希望の園は、レターパックに入れて下記までお送りください（フェスタ参加園は当日ご持参ください。）
★各園 ①レターパック１枚に入る分だけ ②設置はA4 1枚のスペース ③数種類ある場合はセッ
トにしてくださいますよう、ご協力お願いします。
フェスタ終了後、残ったチラシを返送希望の園は、返送用のレターパックもご同封ください。
同封がない場合は、処分させていただきます。

送り先
〒240-0112
神奈川県三浦郡葉山町堀内878-3  表に「子育てフェスタ用広告案内」とお書きください。
葉山シュタイナー子どもの家 うみのこびと 送付期間：1/13（月）〜1/24（金）必着
子育てフェスタ担当宛て



定例研修会

8：45 搬入開始

10:00-15:00

子育てフェスタ センター棟416号室

各園の販売 人形劇 ライゲン ふれあい遊び

ライアーミニコンサート 手仕事ワークショップ

授乳室 411号室

15:00-17:00 終了・片づけ 

17:00-19:00 交流会 センター棟 2F だしラボcafe にて

2月1日（土）

2月2日（日）

9：00 受付開始

9:30-12:00 松浦園 講演 センター棟 409号室

12:00-13:00 昼食 

13:00-15:00

分科会

人形劇、ライゲン、ふれあい遊び、子どもの成長発達と五度の歌、手仕事

センター棟409・411・414・415号室

15:00-16:00 まとめ

16:00-17：00 終了・片づけ 

子育てフェスタ
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